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輪虫類に於け る核数安 定性 と その 分類学 へ の 応 用
1） 1．属 Asptanchna

　　 鈴 　　木　　　　 実

東京教育大学理学部動物学教筌

H葺和 33 年 5 月 2ア R 受麺ミ

　輪 虫類特徃 の
一

つ と して 古 くか ら
‘

細胞数一定性 （Zellkonstanz）
’2） が挙 げ ら れ て い る （Wesenberg −Lund

，29，Rcmaie 　
’29．，

，33）。即 ち ソ ム シ で は ， 如何な る種 に ｝3 　V＝て も， 各器官の 各組織 に は 定位置 に
一定数 の 細

胞や核 が 左右相称的 に 配列 t て 蔚 り， 而 もそ れ は生涯変らな い と い うの で あ る。

　 こ の 組織学的特性は 良irsch細 der
，　G 、．（

’
】0）に よ 些 Eesptera で 初 め て 見 出 され て 以 来，　Martini｝　E・（， 12．

，23），
Van 　Gleave （

’22）が HPtdatina　C＝＝ E戸iphanes）で
，
　 Nachtw εy ，

　R ．（
’25 ）、　Hermes

，　 G ．　 C
’32）が As −

P1・ ・u
’hna ，　；．ehm ・n ・i函 R ．　e26）h・・Synchaeta，

　Jarczyk，　C ．（？ 7）n：　StePhanecerfisで そ れ ぞ れ 確 め て い る。

　Martini　C　t　2）．は Hydatina
』
（聊 ．Stanes ）senta の 核数 に 関 し ， 脳 ：．183， 食 道 ： 」5

， 胃 ： 39
， 胃腺 ； 6 × 2

，

腸 ： 」4， 卵黄 腺 ： B
， 輸邸管 ： 3

， 原腎管 ： 14 × 2
， 足腺 ： ユ9〜 と い う数字 をあげ ，

こ の 種 ワ ム シ の 全核 数 は

各個体 を通 じ 959 で
一

定 し て い る と述 べ て い る 。 そ の 後 Shull（’

玉8）は同 じ く Epip
’
anes を用い た が ， そ の

胃腺 と卵黄 腺 に 見 出 され る桟数 の 変動 を調 べ
， 夫 々 約 8％ と 4％ の 割 で 非 一定 該数 を有す る個体 を 発 見 し ，

こ れ に 基 づ い て 核数 は
‘
不 定性 （］nconStancy ＞

’

を示す と主張 して い る 。 た れ に 対し Van 　C 】eave （
’22）は

Shu ］1 （
’19）と 同材料 ・同 器官を 用 い ， か な り統計的 な概究 をな レ 左右 の 胃線は 絶対的 に 夫 々 6 ケ の 核を

もっ こ と， 舞黄 腺 で は 99．6％ の 烟体 が 8 ケ の 核を 有す る こ と を確 か め ， 不 定性 と す る に は 及 ぼ な い と 強

く反駁 し て い る 。 そ の 後は 他種 に於 て 2〜3 断 片的 塗醗究 が な され た の み で
， 該核数 の 季節的 ・地 方的安定

性 に 関 し て は依然 と し て 全 く調 べ られ て お ら な い 。然 し ， と に か く， 現在 で は ，．輪虫類 に は や は り細 胞 数
一

定性 が み ら瓦 ， 更 に
， 胃腺 が 6

， 卵 黄 膿が B 個の 骸数 を有す る こ と は輪虫類全般 を 通 じ ， 最 も普遍的な こ

と で あ る と着做 され て h る。

　上記の 事実に 関連 して まず考え らk る こ とは， そ れ ほ ど明 か に一定性 （Kon 漁 nz ）を有す る ならば ，
1）或

る瞬定器官 の 核数 を輪虫類分類 e 一
標徴 と し て 撫 露ない か ？ と い う．こ と と ，

2）該類はPt生能力 を 殆 ん ど

有 さ な い か も知 れ ぬ と い う こ と で あ る ウ

　後 者 に 関 し そは ub …sh 　C26），　Jarczykぐ25，’2ア），　Hunerhoff 　

1
（

’3皇），　Pa…C34）近 く は 一Niulfert　e　56）な ど に

よ IJ夫 々 笑験 あ る払 は 観察 され て い るが ，前者 に 関 し て は Car｝in
’
（
’4き）と筆 者 （

”55）に よ り属 Pelyarthtn

分類 の 上 セ多 少 注 H さ れ た だ 6 で
， そ れ 以 外 の 報告は全 くな い （鈴木

’S6）3）　　　　　　　　　　　　　　 ．

　筆者は輪 曳類分類 の 有効 溢標徴 に 関 し ， 多 くめ属種 に 亘 り数 年来 考 察 を進 め て きて い るが ，雌 性生殖 器 官 ，

特 に 卵黄 線の 形状及 び そ 樋 形成 し て い る核 の 形 や 数 K つ い て も ，
か t・ 9」1前か ら 関心を抱 い て い た 。 今回

はee・1 報 と し て 属 Asplanchm の 身横 腺に み られ る杉数 の 安定性rcつ い て 報告 を 試 み ， 仙 属 種 に 関 し て は 後

報 で と りあ げ た い と思 うべ

　本報告を草す る に あ た り， 研究 室 並 び に 器 具 の 点 で ， 在学時代 と変 らぬ 御硬宜 を 5 え られ た埼玉 火学加藤

光次郎教授 と温 か い 御指導 を Hkas うし て い る教育大学 丘 英通 教授 ・高塑俊
一

教擾 に ま ず深謝 の 意を 表す る

と共 に ， 特 に 本 蔽究 に 大 い な る 関心 と期待 と を寄 せ ら れ ， 有 益 な る御助言 と絶 え ざる激 励 とを惜 し ま れ な か

つ た K ．VVulr ・・t 先生 （B ・d　Lau ・h ・tadt 　b・i　Saale）に封 し ・bか ら の 謝意 を表 しfoL． 。

　 1） 本研究 の 概要 は 19．　58 年 4 月 19 日 ， 臼本動 物学 会関東支部大会 （東大）Ol於 て 発表 さ．れ た 。

　 2） 輪虫類 に 於 て は， 殆 ど総 べ て の 組織 が シ ン シ チ ウ ム 、（Synzyluim）で あるか ら
‘

細胞 数一定性
’

は
‘

核

数
一

定性 （Kernkonstan 　z）
’

とい うべ きで あ るか も知れな い 。

　3） 輪 虫類 研究 の 現状 に つ い て一動物分類学会 シ ソ ポ ジ ア ム （北 海道大学 ） で の 講 演要 冒
一 ：二動物分類学

会会報 No ．14
，　PP ・1〜4

，　No ・　 15
，　 PP・．1〜5・　　　 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ η ，
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材　　料　　 と　　方　　法

　本報 告 に関 す る材 料 は Monogononta （目），　Asplanclmidke （科 ）の うち
一属 A5伽 廟 8 ．で

， 特 に 灘 ．

の 2 種 ．4 ．Ptiodm”a と A ．　sieboldii が 中心 に扱 わ れ て い る 。 後種 の 核数 は頭 es1）： M ， 咀 嚼 器極 嘸｝，

胃腺 ： ］Ox2
， 胃 ： 41

， 原 腎管 ： 17× 2
， 卵黄腺 ： 23， 原 腎 管 的 擁胱 ： 9，足 ： 5，表 皮

！）； 2フ で
， 前 記 種 の

場合は胃腺 〜 6× 2
， 費 ： 20

， 原腎管 ； 9× 2
， 火焔球茎 ： 7x2

， 卵黄 腺 ： 9〜 と い う工 合 で あつ k ，然 し， 本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考 察 の 目的 が
‘
核数 の 安定性

’
に 置 か

B

Abb ・L　Do 廿ers象  k与ellme 　von 　A ・戸riedenta 　aus 　Urawa
・合：讒 ζ長黜 冒醗

1
・覇！

・

言緇 謄 臨 騒 響1
　
’54 ）7Nummer 　von 　 oben ，　E ： Mit　 10　Kernen （8／VH

’M ），

れ て い た の で ， 調査 の 正確 を期す るた

め に は ， そ の 器官の 核が大 き く ， か つ

少数 で あ る こ とが 必要条 件 で あうた ．

そ の た め ， 特 に 卵黄腺 に 着 目し た5
’

　従来 の 研i懸 で 臨 例 え ば M 姻 が

Epip．’ianes ，　Hermes が Asptaticlma で

行 っ faよ うに ，

一
個 捧 の 全 細胞数 や 該

数 を綿 密 に 算 え は し た が ， 多 くの 個体

に つ い て そ れ を追試 し な か っ た 1）； た

と え多 くの 個体 に つ い て 特定器 官ρ咳

数 を記録 した と し て も，一倒 え ば ShuH 、

Van 　deave が Epipfta，pas で 行 つ た よ

うに ，… そ れ は或る極め て 短期閤 に 饒

産 し た 幗
．
体群 を扱 っ た に 過 ぎ な か っ

た。筆 者 の 考 え に 依 れ ば ， 安定性 を論

ず る揚急 外的要因 と し て は ， まず季節的及 び地 方 的変 異 に 対す る安定性，内的々もの と し て は ， 、虫体 の 年

齢 ‘ 成長更 に は 遣伝 に 対 す る 安定性ま で も問題 に な つ て く る と思 わ れ る。そ こ で 調 査 の 方 法 と し て 壯
， 同

一

池 ・ 沼 の 定位置 で 隔 日 或 は 2
−
日夢 きに 採 水し ， その 3 滴中に含ま れ る A 璃砌 o 乃觚 す べ て に就“ て 卵黄 腺咳

数 を記録 し ， 1953年 か ら カ 4 年間 つ づ け て み た 。一方， 地理 的変異 に 関 し て は ， 生態条件 の 著 し く異 つ た

地点 で 2昭 撚 を試み鳩 種 そ の もCD ・t…LH現 し 静 駘 もあ り， 鍋 賜 貼 樺湖 （樗剖 417 皿 凋

囲 6km
， 水深 8 血）饌 AsPlancrlVta　ptiodonta！COU し て め記録

2）　．と浦和産 の それ とを比較 す る に留ま つ て

し ま つ た 抄 上記弓）如 き調査 を 続 け るか た わ ら」母虫 と そ の 無性的 第 一代 子 孫 硲該禦 と が 全 く同 じ で あ るか

ど うか
， 幼体 と成体 と で は どの 程度核数 を異 に す るか も調 べ て み た．

　卵黄 腺該の 観 察 に は 麻酔後 ， 通常， ナ イ ル 青 で 生体 染色 を 施 した が ，
ヘ マ トキ シ リン ーエ オ ジ ン 染色 に よ

る永 久 プ レ パ ラ 冖ト標 本 を も参照 し た ．、
1
　 　

．
　

“

結 果

調査 の 結果 は 第 巨〜6 表 に 示 し た如 くで ，
こ れ ら の 表か ら 次 φ こ と を 云 い 得 る と思 わ れ る。

　 1） 最大 の 水刑断面 に 於 て

　2）　白樺湖畔滞在期聞中 （26／X 〜2fSIX ’57）は 北沢竜郎 ， 関 口晃 一一，
’
安矢仁作 （白樺湖観光 ホ テ ル ）の諸

氏 iこ種 々 御協プコい た だ い た tfi　　　．　　　　　　　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　3） 他種 A ・5勅 o屠 露 は 湖 畔 滞在期 間 中 は 1個体 も出現 し なか つ 一f¢ ，

1
　　　　　 − ．

（18 ）
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　即 ち A ．Pt’iodontaD　Iceeして ： 1｝該虫 の 卵黄腺核数 は 5〜16 の 間で変動 し て い る （Tab ．　l　u ．2）。と

は い え ，
2）殆 どす べ て の 儺 体 （95％ 〕 で は 8〜12 個 の 核数 を示 し

，
と りわ け 9．　〜IO 個 の 核 をもつ ．も の が

多 い （Tab ．2）。3） 5 月上 ・中旬頃 〔時 に は 秋 …冬期 に）比輓 ：1勺核数 の 多 い 個体が 出現 し て い る。然 し 乍 ら ，

4）一艘に 該陵数 の 変異 は 季節 と殆 ど無関係 で ，
5）雌型 に よ る 相異 （抑 ， 99，69，D ？）と も あ ま り関 係 が な

医
互V V

Z　一
鷲

玉

4725

8
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 弱

；9112 　1281
一
雨 4」i3 至3−12−13−1211

　　i　　 D 憂i　 韓

】o
54999 56

．

13　i2 　畳2 　11　1［　1匙　10　1010 翌（妻10
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Tab．1．　 D 量e　jahreszeitliche　Verftnderung 　der　Zahl　dcr　Dotterst（iCkkcme （ZD ）

　　　　　　　　　V 。且 Aspianckna 　P切 d・跏 aus 　Urawa

り 従 来 の 標 散 に 基 づ い た 限 り A ・／）7
−iodonta と同定 され 得 る す べ て の 個 体 を 含 む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （19 ）
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“T ・m
”Si・蝕 ・b ・ （・・ cht ・），　ZI ．　Z 。bl　d。，

　 　 　 　 　 Individucn．

い よ うに思わ れ る （Tab ．1）。6）白樺湖釐 A ．　Ptiodonta1＞ に 於 て は 8〜12 の 核数 を示 した が ， や は り 9−v

lO 綴 の もの h；− es多 く ・
75％ を占 め て V ・ る （Tab ，2）。η

・
母虫 と そ の 無性的 第一代子孫 の 冊 に 於 て ， 両

者 の 卵黄腺 に み られ る核数 （PD 　u ．　FD ）は全 く同 じ で あ る 場合 もあ るが 〔4t％ ）． 同 じ で ない 方 が や や多 い

／1　s6％）。8）該核懃 の 多 少 に 関 し ， 母虫 に お け る数 は胚仔 の そ れ よ り常に 多 い と は云 えず，ま た そ の 逆 も成立

焼 い ・9）核数 14 の 母虫 か ら臟 H の 子 孫 ， 11 か ら 8
，

1・− 12 と夫 緬 現 し て い る か ら ，
A 伽 ，

dmtia の 釁黄腺 に み られ る核 数 は 一応 ， 遣伝的 に は
‘
th　3

’
の 範 囲 で 安定 し て い る と看做 し 得 る （Tab 、3）．

V 　　　　　　　　　　　 VH 　　　　 VHI 　　l　 ix 　　 　　 X 　　　　 lXII−一．｝國．
，

巨
く

q81
　　 ！o 1713 葦　 6　 26

−
20
−

30i4 　 28　　　　　 、　 重8119123
．i−一一．

　 15−．一　　 一
　 56弱 541 　 56 施 i55　　 田 　

r56
　　 56 5655156 ・

56
．

　　　　　．．翆 i5z．
　　 1PDFDMllgi 亘口 o

　 鑒

・ iI・ 1・

9898

　　　　　　一．
　 　1
】皇　 ：　10　9　　　10　　　10　　　9−10　　　萱0

8 ｝1° 9
、

91 畫゚ ・　 ・。

塁0　　 99

　　 】O　　I

10　　 1G　i 晝O
　　，　　　　 1
8　 　 暑重 il2 　1
　 　 　 　 　 　 　 　 i

瓊
　 55− ｝｝一
　 亅2

　 】2

．
卜
く
Q

一 一 X　　　　　　　　一一
27　　　　　　　　　『
57

PDFD 沿 　　911P

 
　 5　．

1　 　 1　　 ｝

1・ 1・・

［

1・1
9i9 の i ・ 1胸

， i　 ・ i・

T 曲 ．1】1．　 Di廿 Verh 讖贓 sse 　der　Zahi　d巳 r　Dotterstockkerne
　　 zwischen 　den　M 邑ttem （PD ）und 　lhrer　Nachkom 珮 en −

　　 s君haf重∫FD ）　von 　A ・ρ7 ’｛届 o｝’o 　aus 　Urawa 　（Iinks）und

　　A かη ρ4・’吻 aus 　S晝rakaba （rechts ）．

一方
・ 他種 A ・　 ・i・b・ldiiに 関 し て は I　 D 該種 の 卵黄 腺核 数 は 19〜2S 及 び 28〜32 の 間に あ る （T ・b．4

u ．5）．2）22〜28 の 骸数 を もつ 個体 は約 40％ あ り 蔚 に Z2
，

23
，

28 の 饒数 を 有 す る個 体 が 多 い。3）春
・

駄両 季 に 核数 の 多 い 個体 が 置 々 出現 して い る傾 向 もみ られ る が
， 季 節 の 変化 と さほ ど著 し い 関係 はみ られ な

引
一 養

Ol
．　 55

zb
−
i　36−S2　21

　
−
ls9

VI
131
弱

26 29561
　 VII
　 15

　 　 　 　 弱

Lt
　ltPtizs．ecs

．
22
’ 露

30　23　1−2夛．翌2：一｝19

　　　 1　 　　 1

19　 l6

至尹 野5
　 　 19

　 　 　 VIII

　 18　 ｝　　　 30

　 箜一．一一」　 56　　 争
．
．一、

23−2424 　i22：23　　　　　　　　 22　22　i ゴ6　含 

　　　　 1　　　　　　　　　 ？♀

　　　　　　 　 IX 　 　　 　　 　　　 　　 lX 　 　　 　　
凵

埀墾壷埀塁蓬國
励

驫驫羅総蒼呈1鬻 ：

り 白樺湖産 は厳 密 に 云 え ば A 卿 伽 才・ 嚇 廂 伽 ・ ・ … b・p・と 同定されるべ き種 で あ る （鎌言弓
参照）。

（20　｝
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ZD19
』

li
．

・・ 21 い212 ・
「
　26272829303 星

．
32L
−

　1

一32＿36
　　　− 一

ZI1
　

一
富

一

27 ．55

2引 25
− 　 i−
1・5i 耳　　　　　　一

  0　｝
．−

o．

421o
一
　　 至

％ 3．2

　 3
　．一一一
　9．76 ．5242 　 16，1

「

4．8　 6．5
円

一「
　12．96 ．532o ． 3．23 ．2

Tab ．　 V ． D 三cZah ！ der　 Dotte重st  kkeme （ZD ）und 　jhre　Frcguenz（量n ％）マ on

A ．5ieboldii 　 rtrawaen ∫i5．

い し ．
4〕雌 型 に よ る相異 もな さ そ うで ある。

5）糧 虫 と そ の 無性的第

一
代子孫 の 抔仔 に 於 て ， 両 者 の 卵黄 腺核数 は

一
般 に 不 同 の 傾 向 を も

つ 。
6）卵 黄 腺該数 26−27 の 個体 が 未 だ に 採 集 さ れ て い な い と い う 点

で ， 浦和産 A ・　 sieboldii 個体群 は一見 連続 して い な い よ うに 思 え る 。

然 し ， 該数 23 の 母 虫 か ら核数 29 の 子孫 ，
25→28，

SO→23 が 出現

し て い る 。 従 つ て
， 核数 19〜32 は同

一
種内 に お け る変動 と み るべ き

で ，成体 に お け る核数 の 不 連続 の み を理 由 に ， 両群 を 別種 とみ なす こ

とは 適当 で ない 。

論 議

v 置

　 ［
1x

蓉
く

∩
　261−一一
　　5629

457

一

PD23

　　56　　　　．．一一
　　30

一

20　 25

塾
｝
D ・・ ［・・ 22　 28

Tab ．　 V1．　 Das 　 Vorh 直1面 s　 der
　 　 Zahl　 der　 DotterstockkenJe
　　z 癇 che 彑 den 　MUt むem （PD ）
　 　 und 三hrer　Nachkommenscbaf 重

　　（FD ）von ／4sp伽 ‘ゐ襴 5 妨
？
匹

　 　 dii ；〃
’
aevaensis ，

以 上 の 結果 か ら ， 浦継 鋤 1鰯 舳 ・ の 卵黄 腺核 数 は一応 か な 鞍 定 し て V ・ る 拷 え られ る・聴に 卵黄腺

核 数 の 少 い A ．Ptiodentaに 於 て 著 し く， 他動物群 で の 細胞 数 変化 と比較 すれ ば
一

層明 らか で
，

や は り こ の

種 に 於て も核数 は一定性を もつ と い う
．
こ と に な ろ う。

H 。舳 。 nn ， 0 ．　e　17）は G ・a ・　ec　ft・・
’
・dina　〈一一Testudinelftr）patittaに 関 し 「胚卵黄 腺 の 発生 と 温 度変

異 及 び緲 喇 off 究 を試 み た 携 該 論文 中 A ・platrchnaに 楯 及 し A ・P・
’iocihntaの 卵黄腺核騨

Testndineilaの 場 合 と同様
‘

夏 季 に 於 て 最 少 ， 春 ・秋 に 最大
’

と述 べ て い る。氏 は 更 に
‘

該 週 期 の 過程中 た

L 一 ＿ ＿ ＿ ξ転

Abb ．2．　 Dotterstockkeme 　 von 　A ．戸s
’iodonta　 aus 　Ui’awa

　　　A ： M 三tgKernen （14／VP55 ），　B ： Mit　 l　2　 Kemen （6！IX
．55），　Nummer

　　　von 　oben ，　G ・： Mit　 16　Kernen （15Jv
’56），　D ： M 辻 9Kcmen （611x

，56），
　　　E ： 11−！2Kcmen （埀71v

’55），

（21 ）
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醜 姓 殖 嚇 が営就 て … ”
“ と 鰕 ら妙 が

， と に か く，外的因子 の 影響 瞭 め ざる を得 な い
・

と 働 目し ，
そ 曜 齔 し て 譲 鋤 咬 番翻 （て；… ra ・i… cy ・）・・）と撫 関係 で あ るの 皈 し ， 盤 の 上 下 曲 雛 は 完全
に 敏 し て V’6c と 硝 胤 て い る燃 し・H … 一 ・ の デ ータか ら猷 る ・ と は た だ次 の ・ と， つ 齣 ，

変異 の 齟 が 嗣 2 驚 る とu・5c と だ をナで 効 ，航 肚 蜘 髄 すす め る に は 麟 例 莇 ま 。　 te一も僅
少 （わず か 砌 ）で ある ・

‘Pt・・“t・ A ・Pla，tt：hna　 1・於 て 卵 黄 腺磁 本 蹶 を ・ とみ て い る 。 従 つ て
， 騰 が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外的因子 に より左 右 され る と い う こ と

　　 　　は 極 め て 興 味 深 い こ と で あ る
’

と

　　 　 Hartmann は云 つ て い る e 氏 は 一
連 の

　　 　 紐 究 結菓か ら ワ ム シ 彦態変異の 原因 は

　　 　 温度 で あ る との 立場 を と つ て い る の

　　 　 で
， 卵 黄 腺 核数 の 場合 をも温度変 異

　　 　 （1
：
emp ・・al・ Va ・i・ti・ n ）

1
の 方向か ら説 明

　　 　 を 試 み た の で あ ろ う 。 然 し
♪ ．筆 者 の 検

　　 　 し た 限 りで は A，Pti・donta
’
の 夢横 腺

　　 　 核数 は 温度 な ど に よ り容易 に 左 膚 さ る

　　 　 擁 ど不 安定 な 亀の で な い こ と だ け は 確

　　 　 か で あ る ． 勿論 ， そ れ は 同
一

種内 に 含

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま れ 得 る すべ て の 個体 を通 じ， ま距 ，

　　春bb．3．　 D ・ tt・・s… kk・・n 。
　 v。，、　A ．鋤 げ。 nia 　 a。、　U ，。 via 　

そ の 1醂 の 置 か れ て い る状 態 （広義 ）の

　　　　鱸 譱懿醗 輪麟孅鐙？輩 翻飜 儲 纛 欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 る ほ ど

一・
定 し て い る もの ．で もな い

。 基
本 該数 に 閣 して は後報で 扱 う予定で あるが

，
ソ ム シ に 於 て は 確 か に 8個 の 卵黄 腺騰 を 有 す る属種 は 多 い ．

然 し・ た 厩 A 画 如 伽 の 卵覯 ・・ 於て 8 働 騰 鮪 す胴 騨 撮 優 占で あ つ た と し て も，それ が

そ 贓 湛 本 騰 と な b5 るか ど うか 簡単 に 臨 論 づ 脇 九 な ・  鰤 ・曜 醜 で ttg 個 の 鱗 醜 つ 鮠
体群 が最優 占（Dominant ）

で 9＞ IO＞8 の 順 位 で あ

つ た。然 し ， 白樺湖 で は

9・lu 最優 占 で II が 次

ぎ，
つ ま b9 ＝：IO＞ H の

jljeで あ つ た n 　、Vescllbc19−

LUnd　e29＞に よれ ば デ ン

マ 　r 一ク に 於 て も該虫 の 卵

黄 腺核敷 は 8〜12 で あ る

と い う 。 　これ らの 事実 と

Ilart！tiann の 結果 と を参

照 し筆 者の 考察 で き る こ

とは ，
Asplatscflna　Ptia−

donta　op卵黄腺核数 （ZD ）

け 世界各地 を通 し て 8∠
　　　　　　　　　　　　　 Abb 　 4・　1）Olrergtockkerne 　 vOn 　A ．　 sieboldti 　Ul

・
a 　lc」aensis ゴu 呂 Ui・awa

鰯欝f；描 　　雛 驚緋：丞欝 欝解 羅 鷙
〔

躑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22 ）
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で 地理 的 ，季 節的に 一応 は 安定 し て い る と い 5 こ と で あ 6 ．J 第 俵 か ら は一 こ の よ ちな調査 は初 め て 行わ れ

た もの で あ るが一
本種 に約 ± 3の 範 囲で 遣伝 的変異の 存す る こ とが 明 か で あ る。　

’
・
　　　 、

従 つ て
， 結局 A ．卿 翻 ・ の 卵黄 腺核数 は一

般 に 9 個 で あ り・ そ れ は ± 3 の 範 囲 で 安定 し て い る と い

うこ と に なる 。 た だ 夫 々 の 核数 を有 す る個体 の 出現頻度 が 季節的
・地 貍 的或は成長 と共 に異な るの み で あ る

蠏 す べ き で あ ろ う． こ れ ら 嗣 禍
一

定範 闘 肋 変異 で あ るか ら・ 従来の 定義 1く よ る
‘一定性 （K °「・一

，・。n 。）
1

と は概念 の 内包 が や や 異 な る か 蜘 紘 い 。然 し ，　 Sh ・11 の 眄 よ うに
‘

非
一定性

’

とか
‘

不 ）Et「
’

とか レ． うreは 及 ばな h と思 わ れ る．浦耘産 A ．・ieb・ltii・iに eeし て も雕 同様 で ・ 核 数 は 一応 22 或は 28

付近 ca 定 し て い る と み て よ い 。 但 し ， 核 数 が 多 くな る に つ tt， 安定性 が 保 ち得な く な る で あ ろ う こ とは 容

易に 察せ られ る。
』
従 つ て ， 浦和産 と し て は最大 の 卵黄腺核数 を もっ A5 砂o 凝 fゴ に 関 し こ れ 以上 の 推論をす

す め る と誤 っ た 繻 侖に導か n る危 ［fftが 多分に あ るの で ， こ の 程度に と ど め た い ・

　　　　　　　　　　　　　　卵 黄 腺 核 数 の 分 類 学 へ の 慮 用 　 　
一

斬 しい 分類学 の 標徴 とし て は ， そ の 標徴 の 観察 が容易 で あ る こ と と£ そ れ が 一定 の 狭籖囲 内で 安定 して い

る こ と ト つ ま り，
．変異 の 限界 力朝 瞭 で あ る こ

’
とが必要nt牛で あ る． 輪虫類 の 卵黄腺核 は

一
般 に 低倍率 で も観

察露 易 で あ b ， 属 A ・pl・n ・hna．o 場合 ， そ の 卵黄 腺核数 は 何 れ も．
‘

定範囲 内の 変 動
’

で あ つ た・従 つ て 充

分 上 記 の 条件 を満 た し て い るか ら ，

・分類上 の 標徴 と な 妨 る と思 わ れ る。次 に そ れ は分類学 上 ． 如何な る カ

テ ゴ リーの 標徴 と し て 有効 で あ ろ うか とい う問題 が 提起 され る 。
こ の 問題 に っ い て は 別報で やや 詳 し く論 ず

る積 りな の で ，
こ こ で は 単に

‘

種 の 標・徴 CDiagnose　fOr　die　Art）
’

と して 有効 で あ ろ うと い ら程 度に留 め て

置 く 。

属 A 。鈎 撚 愬 の 場合， 体 は透明で歔か く ， 外形 は単 醸 状或は 袋状 ・ そ の 上 ・ 運動 と共 に 各器官 （体 内

外 と も）は そ の 形 を変ず るの で
， 特徴 を認 め 難 く， 分類 は極 め て 困難 と され て い た 。 そ れ で も多 くの学者 は

囎 器 に 基 づ い て 種 の 類別 を行 つ て き て い るが ， 該 器宮 に も著 し い 形態変異 が 知 ら れ て ＊？ り・．有効 な 唯
一

の

標徴 は 皆無 と云 つ て よ い 。筆 者 は 卵 黄 蹤 亥数 を も一標徴 勘 眠 ， Utes種を 再分類す る こ とを提案 し た い の で

あ るが ， 卵黄腺核数 に 関す る記載は 殆 ん ど な され て お ら な い の で ， 現在 の 段階 と し て に不 可能 に 近 い 。 ．第 ．7．

表 に よれ 鶸 働 の 国 鯲 て 8， の Aspga，whna 　priodanta　gPtt：EMVII5！C−S　6tvl2 個 で あ る・ 従 つ て ・．そ の 核数

は そ の 種 を代表 して い る と考 え ら 乳 る 。 浦和 産 4．5 勲 o 嫋 の 卵 黄 腺
．
核数

．
は 22−23 で 断っ た が 3

コ ペ ソ ノ・

．一 。 郵 4「個 で あ る （記載 は全 くな ・ごが W −L13 ・
，

丁冨
，
　XH ，　f・g・・4 よ 鋼 断 ）・ 既 燃 f・繍 く・ ．浦．

和産種 の 変異限界は 194D ≦ 32 で あ る 。 然 し 乍 ら 優 鰯 固体 はや t・1　 b 跡 2呂 り 陵数 をもつ 個体群 で あ り・

晒 漁
＿ − 1・APAN 　

DAN ”MARK 　 DEuTsGHLAND 　 FI〈ANKREIGH

　　　　　 　　　　　　8−12　　　　　8−12．、一一一　　　　　　8｝且2A ・Pl
’iodo71彦α

A ．heノγ此ゐだ

A ．9か odi

ム 、brigJ｝twelti

A ，inten昆 θdia
A ，5ieboldii

　 　 　 2〃
・
α て心

18
酔 基 漏

22−28

32

34−3B

29−5フ

〆1．5〜εゐ9 〜ゴ潔 4｝ 闇
・「 ．「1 ． Lr「

直 ．∫ 幽 8 ∫’2コ〜∫ ．．

Tab ．　VH ．　Die　Zahl　der　Dotterstockkerne　 von 　Asptamrfina−Ar藍cn ．
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デ ン マ ーク 産 の 引 とで は その 中聞馗が あ ま りに も違 い す ぎ る。 こ の 点 に 関 し Wesenberg−iund （
’30．．Taf．

XIL 嬉 2）の 卵黄櫞 数 は浦和 産種 に か な 腿 い
．　W ・ SF ・b・・g・Lund　gee は 3e年の 論文正 誤表 に 於 て ，

該 図を ん 画 錣 π の 卵黄腺 と動 て い る が ，恐 らく A ・伽 妙 麗 β吻 卵黄腺 で あ ろ io ま た ， 撹 XII．
f卵 ｝娠 した 踊 噸 ・・畝 ’ の 卵黄腺 tt・ A ．　 siebeidii の 卵黄 腺 とす ぺ 献 ス プ   トで あ ・

，
　s　l’　ma　A 。 −

pl・・de’hna の 筋 踊 ・蹴蟾 卿 P ・ は殆 胴 定 が 不 可 能 と い 槻 状 で ，　 A ・諭 繊 訊 勳 磁 姓 嬢 魯 ，

A ・曲 娩 嬬 ebben ・b・… i・・君 ・eb “ett 伽 網 ・．〃 ’脚
r

・ H ・ d・。・ 職 A ．ん
  ・ 加 D ・d ・y　i89t，　A ．

b・iglttwegli　G ・・sc
．
互850 ・A ・a ・norpha 　W ・ st・rn 蓋89S，　 A ．脚 ぬ d・ G ・ 。・ n ，

’
1898

，
，
・1．　ftther、。dia　H 。  。

18S6・　A ・sik ）eStFis
．Daday　1902 の 近縁関係 は 全 く不 晒 あ る．従 つ て 核数 の 記録 激 され て い 樋 に 関 し

て も・ そ の 種 の 同定は ど こ ま で 信頼 で き るの か 分 ら な い ．t だ A 伽 砂 齪 耀 ・ 32
， ん 伽 酬 ，磁 如 34〜

38，A ・鰤 繊 4皇 と 紡 臟 は 何 れ 瀟 纏 の 23 よ 墸 し 侈 い とV・ Se と 醐 か 亀 る．著者 鷹

和 譫種 を薪亜 種 A ・晦 加 妨 f’urawaetrsis と看做 し て い る が ，
こ の 点か ら すれ ば新 種 とすべ きで あ っ た か も

知れな い ・A 印 翩 の 卵黄 腺 該数 は 29−“Jr7 と 報告
．
され て い るが ， 優 占騰 の 澱 が 全 く不 明 で あるか ら，

再調査す べ き と．考 え る 。

自樺Vdiee
’
A ・’priodentaを筆 者 は新 亜種 君・餌 ・跏 廊 勲 励 ・撫 とみ て い るが ． 咀嚼器 ・卵黄 腺騰 な

どの 標 徴 に 関 琶七 は 両 者 と も殆 ど差 が な い か ら ， 種名は模式極 と同 様 A ．Priedonti
’
a ．で よ い と考 え ら れ る。

然 し調 腺眼 常 族 起 の あ る点 で
・ 他 の 何れ磯 騨 と 帳 勧 ， 更に 灘 に 云 然 ， 夢臓 腺騰 の 麗

が か な 曝 な つ て い る ・

r
従 つ て 漉 種 の カ ラ

・
ゴ リーに 於 て 両報 爆 つ て い る と 判断 した 方 が よ 嬉 然 と 思 わ

れ る。
．
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会 記 IV

関東支部 7 月鯛会

　昭 和 33 年 7 月 19 罠 ， 午後 1 時 3  分 よ り東京大学 理 学部動物学教室 講義室 に 於 て
， 当香委員秋 田 康

一
氏司会 の 下 に 開 か れ 下記 の 講演が行 われ た 。

1） ウ ニ 卵 の 分裂 と SH 基 ．．＿ ．＿＿＿ ．＿ ＿．1．＿ ＿ ．．＿ ，＿一酒 井 彦 一   立 大 ・理 ’生 ）

　2）　ウ ニ ・ヒ 1・デ 卵 の 電気的性質 〔幻 燈）＿，．．＿．、．．．＿．．，．．．＿．，一・…一 ・・平 　本 　幸 　男 （東大 ・三 崎臨海）

　尚， 新 着図書 の 供覧 も行わ れ ， 出席 者約 35 名 で あ つ た 。
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